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進学したり、また社会に出たら人前で発表する機会も多くあります。また、高校生活の中でも入試や就職試験では人前で話すこともあるため、今日はプレゼンテーションについて学びましょう。


プレゼンテーションとは、情報の送り手（発表者）が受け手（聞き手）に「情報」や「提案」を効果的に伝達することです。では、どんなことに気をつければよいか考え、下線部に書きましょう。
　　　　　　①　　　　　　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　　　　　　　
では、１つずつ考えていきましょう。


PREP法とは、プレゼンテーションをする時の手法です。PREPとは、

Point（要点）
―　最初に、結論を述べる

Reason（理由）
―　次に、その理由を述べる

Example（具体例）
―　そして、具体例や事例など結論にいたる詳細を示す
Point （要点）
―　最後に、もう一度伝えたいポイントを繰り返す

 
何かを伝える時には、この流れに沿って準備すると聞き手も理解しやすくなります。下の例では、１つの文章を分解して示しています。PREP法のどれにあたるのか考え、イニシャル（P･R･E･P）を下線部に記入しましょう。
　　　　たとえば、大阪城や文楽などの歴史や、たこ焼きなど食文化があります。
　　　　私は大阪に生まれてよかったと思います。
　　　　産業においても、世界をリードする技術があります。

　　　　だから、私は生まれ育った大阪が大好きです。
　　　　なぜなら、大阪には誇れるものがたくさんあるからです。

プレゼンテーションをする時には、話す内容以外にも気を配ると、より相手に伝わりやすくなります。聞き手が下の例のように感じないためにはどうすればよいか考え、下線部に書きましょう。

小さい声で早口なので、わからない　⇒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１人だけに話しかけているみたい
⇒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
しかめっ面しているのが気になった
⇒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
専門用語が多くて、よくわからない
  ⇒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
説明が複雑で、理解できなかった
⇒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


1 では、実際にプレゼンテーションをしてみましょう。まず、発表するテーマを決めます。最近の気になるニュースや、自分の長所、進路についてなど何でもＯＫです。決めたら話す内容について下に書いていきましょう（箇条書きでＯＫ）。

Point（要点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Reason（理由）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Example（具体例）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Point （要点）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（発表の例：私は最近、～というニュースを聞いて、～と思いました。なぜなら、～だからです。例えば、～ということがありました。また、～も～です。～という考えもありますが、私は～と考えます。…（中略）…。以上から、私は～について、～と思いました。）
　　　　　　　
2 書けたら、４～５人１組になって１人ずつ発表します。まず、下の表に自分以外のグループのメンバーの名前を書いていきます。発表する人はメモを見ながら発表してもＯＫです。聞いている人は下の表にある発表するときのポイントに注目しながら聞き、◎、○、△を記入しましょう。

	
	　　　　　　さん
	　　　　　　さん
	　　　　　　さん
	　　　　　　さん

	1 話の流れ
	
	
	
	

	2 わかりやすさ（説明の長さ、言葉づかいなど）
	
	
	
	

	3 表情・笑顔.・ｱｲｺﾝﾀｸﾄなど
	
	
	
	

	4 声の調子・大きさ
	
	
	
	

	5 話すスピード
	
	
	
	

	6 その他
（良かった点、気をつけたらもっと良くなる点など）
	
	
	
	


3 発表後、聞いていてどうだったか、発表者に対してフィードバックしましょう。
4 終わったら、順番に交替して発表していきましょう。

　面接試験の志望動機や、入学試験でのプレゼンテーションなどでも、このPREP法を参考に話す内容を考えましょう。レポートでは、Example（具体例）のところにより具体性を持たせるために統計データや他の視点での考えなどを含めるとよいでしょう。プレゼンテーションにおいても話す内容だけでなく、コミュニケーションの３要素である声の調子や大きさ・話すスピード、そして表情などに気を配りましょう。
５－③





５　コミュニケーション力（自己表現＜話す力＞）発展編　


みんなの前で発表しよう








１　２つのポイントを理解しよう！











２　ＰＲＥＰ法をマスターしよう！（話す内容）








３　話す内容以外のことにも注意！（伝え方）








９２





やってみよう！
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